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地域の中で、ひとりひとりが主役になれるよう、 

ともにいき笑顔を広げます。 

ともにいきるため、 

受け入れあい、認めあい、感謝しあいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の概要  

 

■用語の説明 
 
・特別養護老人ホーム（特養） 

 要介護状態の方が、引っ越して住むところです。 

 ケアも特養スタッフが行います。食事代や部屋代の割引があります。 

 生活（生活＝生きることを活かす）の場ですので 

 病気になったら受診したり入院したり、外出もできます。 

 運営は、社会福祉法人などに限定されています。 
  
・社会福祉法人 

 営利を目的としない、社会福祉事業を行うための法人です。 

 戦後より社会福祉制度の発展に寄与してきました。公の 

 強い規制のもと運営されています。行政の措置が必要な方 

 の受け入れや地域福祉の充実を積極的に行っています。 

 公益的な法人ですので安定した運営を行うことができます。 
 
・ユニットケア 

 10 人程度の方が集まって生活されているところを支援します。 

 少人数で目が届きやすく、なじみの関係がつくりやすいことで 

 認知症ケアにも有効といわれています。 
  
・企業主導型保育事業 

 県や市の認可を必要としない、内閣府直轄の認可外 

 保育所です。企業の託児所を強化し、保育を必要と 

 する地域の方を受け入れることができます。 

  

 

名称：①特別養護老人ホーム 真野しょうぶ苑 

②企業主導型保育事業 こすもすキッズ真野 

 

住所：滋賀県大津市真野 4-1168-1 

 

電話番号：077-573-1155 

 

ＦＡＸ：077-573-5577 

 

定員：①６０名 ②１２名 

 公園の中に施設があるような雰囲気をイメージして計画しました。 
 地域交流がしやすいように、かなり広い交流スペースをとっています。  
 特別養護老人ホームに併設した保育所があり、多世代交流ができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【生活目標 10 か条】 目指したい生活と 私たちがその生活を実現するための関わり 

 ①お出かけする（外出機会をつくります） 

 ②いろんな人とつながりをもつ（会話や関わりの機会をつくります） 

  

共用部分は天然木材を活かした色目に対し、居住部分は 
落ち着いた色目とすることで、大人が生活する場所に 
ふさわしい雰囲気に仕上がり、（家の）中と外との切り分けを
演出します。 

リビングは広いバルコニーを設け、開放的でリラックスできます。 
バルコニーで洗濯を干しながら、時にはひなたぼっこしながら、会話を楽しむ
空間です。キッチンや和室をゆるやかに区切り、他のユニット等への行き来
もしやすいため、それぞれが思い思いの時間を過ごすことができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③床に足をつけて座る（姿勢を整えます） 

 ④体力をつけるためしっかり食べる（美味しく食べて頂ける工夫をします） 

 【生活目標 10 か条】 目指したい生活と 私たちがその生活を実現するための関わり 

高さの違う椅子をそれぞれ準備し、体にあった椅子を使うことができます。 
安定して食事ができることで、姿勢を整えやすくなります。 
置き床工法（コンクリートから 15 センチ程底上げして床材を貼る工法）により 
クッション性が高まり、転倒骨折事故等を低減させることができます。 

ただ温めるだけの料理ではなく手作りにこだわることができる厨房です。 
ユニットキッチンでご飯と、汁物を準備し、おかずは厨房で作成されたものを 
スタッフが食べやすい大きさに切り分けたり、トロミをつけたりして、口から食べる 
ことを支援します。個人の嗜好に最大限配慮します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤食べるためにしっかり出す（トイレに座って頂くことを基本とします） 

⑥家庭浴で気分転換する（意欲を引き出します） 

 

 【生活目標 10 か条】 目指したい生活と 私たちがその生活を実現するための関わり 

お体の状態が悪化しても可能な限り、家庭浴で入れるように、 
浴室、脱衣室、浴槽等、細部に配慮をちりばめました。坪庭もあります。 
寝たまま入ることができる浴槽もあり、どのような状態になっても入浴できる
環境を整えています。 
 

トイレの高さや専用手すり・・・排泄が自立できることは、人間の 
 尊厳維持にとってとても重要です。オムツではなく、座って排泄 
 できるようにするため、移乗動作や排便時のいきみをしやすく 
 することが可能なように、環境設定を行いました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦好き嫌いが言える 
（敬意を払いながら、本人を知ろうとします。 ご本人の生活リズムにあわせた関わり

をします） 

⑧気持ちよく過ごす（清潔快適な環境づくり、換気をします） 

 

⑨よりよい介護が受けられる（よりよい姿を目指し、学び続けます） 

 ⑩最期まで地域の一員として暮らす（看取り介護を行います） 

 

 

 【生活目標 10 か条】 目指したい生活と 私たちがその生活を実現するための関わり 

監視でも管理でもない、適度な距離感で生活を支援できるようご本人のことを知る努力を続けます。 
ご本人の生活支援の延長線上に、最期のときがあることを意識して普段のケアを丁寧に行うことに 
努めます。ご家族と共に最期のときが過ごせるようゲストルームもあります。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人  志賀福祉会  

 

  基 本 理 念  

   一 ． 利 用 者 の豊 かで多 様 な生 き方 を支 援 します。 

   二 ． 天 地 自 然 な生 活 を重 視 したライフプランを立 てます。  

   三 ． 愛 と感 謝 と祝 福 の心 で光 明 化 に努 めます。 

   四 ． 地 域 との交 流 を目 指 します。 

   五 ． 福 祉 教 育 の実 践 の場 に努 めます。 

 

 

社会福祉法人  志賀福祉会 

■交通アクセス 
 
 ＪＲ湖西線 堅田駅西口より徒歩１５分 
 湖西バイパス 真野インターより ３分程度 

■法人沿革とこれから 

 社会福祉法人 志賀福祉会は、平成 6 年 7 月に法人設立されました。 

平成 7 年 4 月に特別養護老人ホームを近江舞子に開設して以来、地域とのつながりを大切

にしながら、在宅福祉サービスや社会貢献事業を行ってきました。 

 真野の地でも、皆さまの信頼にお応えできるよう、これからも努めてまいります。 

発 行 

琵琶湖大橋、堅田駅すぐ。  


